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お得意様各位 

中日本カプセル株式会社 

  

 

 
 

健康食品受託製造会社の中日本カプセル株式会社は、ソフトカプセル製造の特許技術

「腸溶性カプセル」（特許番号：第 4252619 号）が、令和元年度中部地方発明表彰        

中部経済産業局長賞を受賞したことをお知らせいたします。 

詳細：http://koueki.jiii.or.jp/hyosho/chihatsu/R1/jusho_chubu/detail/chubu_miti.html  

 

 

 

 

 

 

  

（表彰式の様子、弊社代表と開発部） 

 

 

◆受賞した発明の概要 

本発明では、皮膜に腸溶性を付与したソフトカプセルを、従来の製造設備を活用した

方法により製造することを可能としました。 

ソフトカプセルに腸溶性を付与する従来の方法では、コーティング専用の設備や追加

コストが必要だったり、ソフトカプセルの特徴である外観の美しさ（透明性や光沢など）

が損なわれたりする課題がありました。 

本発明では、ある特定のペクチンが有する pH 応答性に着目し、これを一定の割合で

ゼラチン皮膜に配合することで、従来の製造設備（ロータリーダイ式ソフトカプセル充

填機）に適応する外観の美しい腸溶性ソフトカプセルの製造を可能としています。 

腸溶性ソフトカプセルを採用した食品では、胃酸により変質してしまう成分（乳酸菌

など）の品質を維持したままダイレクトに腸まで届けることができます。当社の顧客か

らのニーズも高く、幅広く採用され、健康社会に貢献できる技術であると考えられます。 

 

◆従来の課題と開発ニーズ 

従来の腸溶性ソフトカプセルの製造方法には、主に３つの方法がありましたが、それ

ぞれに課題がありました。 

https://www.nakanihon-cap.co.jp/
http://koueki.jiii.or.jp/hyosho/chihatsu/R1/jusho_chubu/detail/chubu_miti.html
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【本リリースに関するお問い合わせ】 

TEL（ 0584） 93-1013 FAX（ 0584） 93-1014  

https://www.nakanihon-cap.co.jp/（ HP）  nnc@nakanihon-cap.co.jp（代表）  

［従来の腸溶性ソフトカプセルの製造方法とその問題点］ 

①皮膜の外表面にセラックやツェインなどの腸溶性物質をコーティング 

→ 均一なコーティング層が形成されにくく、層が剥離すると腸溶性が損なわれる。 

②多価金属イオンによるゲル化により耐酸性を示す多糖類を皮膜に含有 

→ ソフトカプセル製造方法（適下法）が異なり、カプセル形状に選択余地がない。 

③多価金属イオンの非水溶性塩をあらかじめ皮膜に含有し、胃酸中でゲル化反応 

 → あらかじめ非水溶性カルシウム塩を含有しており、皮膜の透明性が失われる。 

本発明では、これらの課題を解決し、優れた腸溶性ソフトカプセルを提供します！ 

 

    

[腸溶性ソフトカプセル]    [腸溶性ソフトカプセルの崩壊試験] 

    透明性、光沢を維持     人工胃液では溶けず、人工腸液で溶ける 

   （コーティング工程不要）     皮膜が崩壊し、内容成分を溶出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本発明の採用をご検討頂けるお客様へ 

 

Keyword：乳酸菌、生菌、酸に弱い成分 

◎ 従来通りのカプセル成形方法であるロータリーダイ式を用いての

製造が可能（腸溶性のオーバル型ソフトカプセル）で、カプセルを

コーティングする工程は不要です。 

形状・サイズの自由度が高く、透明性ある美しい外観のカプセル

を維持し、貴社製品にそのまま腸溶性を付与することも可能です。 

◎ 優れた耐酸性・腸溶性を有し、乳酸菌等の有効成分を胃酸の影響を

受けることなく、ダイレクトに腸まで届ける設計が可能です。 

ぜひ、製品開発やリニューアルにお役立てください！ 

お気軽に 

ご相談ください！ 

https://www.nakanihon-cap.co.jp/
mailto:nnc@nakanihon-cap.co.jp
https://www.nakanihon-cap.co.jp/

